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	　時間外および休日労働をさせる場合、過半数で組織する労働組合（なければ職員の過半数を代表する者※）との書面による36協定を締結し、届け出る必要があります。また、事業場ごとに、締結しなければなりませんので、場所が違えばそれぞれの事業場ごとに締結します。�　医療機関においては、患者さんを中心に仕事が回りますし、診療報酬請求事務、休日在宅医（振り替え休日は除く）等で時間外・休日労働が発生する場合が殆どといってよいでしょう。医事コン、電子カルテの有効活用等で、無いケースもまれに考えられます。�　36協定で定める延長時間は期間ごとに限度時間が決められており、この限度内で設定しなければなりません。例えば、1か月であれば45時間、1年なら360時間です。この中に休日労働は含まれません。�　時間外や休日労働は例外的、突発的なものが基本です。本当に必要な時間を労使で検討し決めることがポイントになってきます。業務改善、能力開発等について全員で考えることも大事です。�　臨時的に限度時間を超えて時間外労働を行わせなければならない特別の事情が予想される場合には、特別条項付き協定を結べば、限度時間を超える時間を延長時間とすることができます。�　法定時間外労働、法定休日労働については、それぞれ2割5分、3割5分の割増賃金の支払いが必要です。�　※管理監督者に該当する可能性のある人は避けた方が良いでしょう。選出手続きは、投票、挙手の他に、職員の話し合いや持ち回り決議などでも構いませんが、民主的な手続きが必要です。

